
・
生
活
保
護
受
給
者 

 

二
百
万
人
（
人
口
比1

.6

％
） 

・
要
援
護
高
齢
者 

 
 

九
百
万
人
（
人
口
比7

.0

％
） 

・
障
害
・
難
病
者 

 
 

九
百
万
人
（
人
口
比7

.0

％
） 

・
要
援
護
児
童
等 

 
 

三
百
万
人
（
人
口
比2

.4

％
） 

・
失
業
者
等
低
所
得
層 

七
百
万
人
（
人
口
比5

.5

％
） 

・
総 

 
 
 

計 
 
 

三
千
万
人
（
人
口
比2

3
.6

％
） 

 

 

                           

                                      

                                      

4月号 
第 142号 

平成 23年 

4月 1日発行 

差
出
人
（
差
出
発
送
代
行
）
 

7
-4

 

 返
送
先
：〒

1
4

0
-0

0
1
2
 

品
川
区
勝
島

1
-1

-1
 

 この
お
荷
物
は
ご
依
頼
人
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
荷
物

を
当
社
が
差
出
人
と
な
っ
て
発
送
代
行
し
て
い
ま
す
。

 
冊
子
小
包

 

料
金
後
納

 
郵
便

 
佐
川
物
流
サ
ー
ビ
ス

(株
) 
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政
治
も
経
済
も
人
の
世
も
混
迷
の
う
ち
に
迎
え
た

新
し
い
年
度
で
す
が
、
私
は
、「
二
つ
の
数
字
」
と
「
一

つ
の
閣
議
決
定
」
の
行
方
に
注
目
し
て
い
ま
す
。 

数
字
の
一
つ
は
「
相
対
的
貧
困
率
」
で
あ
り
ま
す
。 

平
成
二
十
二
年
度
の
厚
生
労
働
白
書
は
、
「
相
対
的

貧
困
率
」
（
中
間
所
得
の
二
分
の
一
に
満
た
な
い
所
得

を
貧
困
線
と
い
い
ま
す
。
こ
の
貧
困
線
を
下
ま
わ
る
所

得
し
か
得
て
な
い
人
々
の
割
合
を
相
対
的
貧
困
率
と

い
い
ま
す
。）
の
国
際
比
較
を
行
い
「
日
本
は
、O

E
C

D
 

加
盟
国
三
十
カ
国
中
二
十
七
位
で
下
か
ら
四
番
目
」
、

「
特
に
子
ど
も
が
い
る
世
帯
で
は
、
最
下
位
」
だ
っ
た

と
い
い
ま
す
。 

何
と
も
情
け
な
い
格
差
社
会
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
か
と
慨
嘆
し
て
し
ま
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
手
元
に

「
生
活
問
題
を
有
す
る
人
々
」
三
千
万
人
、
人
口
比
二

三
％
と
い
う
数
字
が
出
て
き
ま
し
た
。 

「
二
つ
の
数
字
」
と
「
閣
議
決
定
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
新
し
い
年
度
に
思
う
こ
と
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社
会
福
祉
法
人
愛
寿
会 

 

会
長 

 

板
山 

賢
治 

こ
れ
は
、
毎
年
正
月
、
各
種
の
統
計
数
値
か
ら
私
な

り
に
推
計
し
て
い
る
数
字
で
す
が
、
年
間
自
殺
者
が
十

三
年
連
続
三
万
人
を
超
え
、
幼
児
虐
待
や
孤
独
死
高
齢

者
の
報
道
が
あ
と
を
絶
た
な
い
現
代
日
本
の
「
影
」
を

象
徴
す
る
数
字
だ
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。 

山
梨
県
や
北
杜
市
の
実
情
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。 

 

と
こ
ろ
で
、
折
角
の
政
権
交
代
を
実
現
し
な
が
ら
あ

ま
り
実
績
の
あ
が
ら
な
い
菅
内
閣
で
す
が
、
昨
年
六
月

二
十
九
日
の
閣
議
決
定
、
「
障
害
者
制
度
改
革
の
推
進

の
た
め
の
基
本
的
方
策
に
つ
い
て
」
は
、
大
い
に
期
待

を
抱
か
せ
る
内
容
を
も
っ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
は
、
「
障
害
者
基
本
法
の
改
正
」
（
二
十
三
年
）

「
障
害
者
総
合
福
祉
法
の
制
定
」（
二
十
三
～
二
十
四

年
）「
障
害
者
差
別
禁
止
及
び
関
係
法
律
整
備
法
の
検

討
」（
二
十
五
年
）
と
い
う
重
要
課
題
に
つ
い
て
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
含
む
閣
議
決
定
だ
か
ら
で
あ
り
ま
す
。 

目
下
、
「
障
害
者
制
度
推
進
会
議
」
で
当
事
者
参
画

の
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
今
年
か
ら

の
数
年
は
、
ま
さ
に
わ
が
国
障
害
者
政
策
の
こ
れ
か
ら

を
占
う
正
念
場
と
い
え
ま
し
ょ
う
。 

新
し
い
年
度
を
迎
え
関
係
者
の
奮
闘
と
国
民
論
議

の
盛
り
上
が
り
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

な
お
、
末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
早
や
三
週
間
を
経
ま
し
た
。
被
災
者
の
皆
様
方
に
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
同
時
に
再
起
の
ほ

ど
を
切
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 障がい者自立支援施設第二仁生園の作業所が完成しました。みんな有効活用するよう張り切ってい

ます。地域の皆様から「ボランティアで参加します」との声も頻（しき）りで感謝しています。関係

の皆様ありがとうございました。なお、3頁に作業所での活動の様子を掲載しています。 

 



                              

                              

                              

愛
寿
会
の
サ
ー
ビ
ス
に
何
か
ご
意
見
・
ご
要
望
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
ま
た
、
施
設
見
学
等
の
ご
希
望
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

仁

生

園 

電
話
０
５
５
１
‐
３
２
‐
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園 

電
話
０
５
５
１
‐
３
２
‐
８
２
７
０ 

～ 

北
杜
高
校
実
習
生 

来
園 

～ 

  
三
月
九
日
（
水
）、
北
杜
高
校
の
皆
様
が
実
習
の
た

め
来
園
さ
れ
ま
し
た
。 

 

～ 

ひ
な
ま
つ
り 

～ 

  

 
 

～ 

模
擬
喫
茶 

～ 

  
 

三
月
十
五
日
（
火
）、

月
一
回
の
模
擬
喫
茶

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

た
こ
焼
き
や
杏
仁

（
あ
ん
に
ん
）
プ
リ
ン

な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
が

あ
り
、
一
番
人
気
は
焼

き
た
て
の
大
判
焼
き

で
し
た
。 

お
茶
を
召
し
上
が

り
な
が
ら
会
話
も
弾

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。 

 

 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
実
習
で

は
、
ゴ
ム
を
使
っ
て

の
健
康
体
操
や
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
行

な
い
ま
し
た
。 

 

利
用
者
の
皆
様
も

実
習
生
と
い
っ
し
ょ

に
楽
し
い
時
間
を
過

ご
さ
れ
ま
し
た
。 

 

三
月
三
日
（
木
）、 

手
作
り
の
お
内
裏

様
と
お
雛
様
を
飾

り
、
「
ひ
な
ま
つ

り
」の
行
事
食
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

花
ち
ら
し
や
菜

の
花
の
酢
味
噌
和

（
す
み
そ
あ
）え
な

ど
春
ら
し
い
食
事

に
皆
様
大
喜
び
で

し
た
。 

 

  

 
愛
寿
会
後
援
会
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度
予
算
で
、

利
用
者
の
快
適
性
と
安
全
性
を
保
つ
と
共
に
介
護
業

務
に
あ
た
る
職
員
の
負
担
軽
減
に
資
す
る
先
進
的
な

介
護
機
器
整
備
費
と
し
て
百
万
円
を
措
置
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。 

   

後
援
会
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

～ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

や
す
ら
ぎ 

～ 

  
 

 

 

北
杜
市
長
坂
町

に
あ
り
ま
す
衣
料

品
店
で
、
買
い
物
を

楽
し
み
ま
し
た
。 

 

お
好
み
の
洋
服

を
手
に
取
り
、
入
居

者
の
皆
様
は
と
て

も
嬉
し
そ
う
で
し

た
。 
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仁
生
園
の
利
用
者
は
年

を
追
っ
て
高
年
齢
化
し
、

こ
れ
に
並
行
し
て
介
護
度

も
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

ベ
ッ
ド
も
上
半
身
の
移

動
、
下
半
身
の
移
動
そ
れ

に
全
身
の
移
動
と
三
段
構

え
の
電
動
ベ
ッ
ド
が
必
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

車
椅
子
利
用
者
は
約
八

十
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
が
、

う
ち
相
当
数
の
方
は
座
っ

て
い
て
も
安
定
性
に
欠
け

る
た
め
転
倒
防
止
装
置
付

き
車
椅
子
が
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
以
上
の
機
器
を

中
心
に
写
真
の
よ
う
に
整

備
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
後
援
会
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

                      



                              

                              

                              

  
  

  

JKAへの感謝の標識 
グリーンハウスのレリーフ。レリーフは清水

寿一職員の手作りです。 

第 二 仁 生 園 作 業 所 活 用 の あ れ こ れ 

第 142号                        社会福祉法人 愛 寿 会                  平成 23年 4月 1日 

 作業所は、JKAからの補助金 1千 3百万、愛寿会理事 武田和久様からの寄付金 1千万円を

原資に建設されました。武田様は長坂町白井沢にて障がい者自立支援施設「緑の風」を運営さ

れています。その名に因みこの作業所を「グリーンハウス」と称することになりました。 

木工教室。「本立て」を作成します。 大勢の利用者さんが作業中です。 

ドライフラワーを使った壁掛けづくり。 パソコンも日に日に上手になっています。 
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し
た
状
況
の
と
き
の

ご
芳
志
感
謝
の
限
り

で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

な
お
、
寄
贈
式
後
、

浅
川
ま
ゆ
み
副
園
長

に
よ
る
「
最
近
の
高

齢
者
事
情
」
を
約
三

十
分
間
聞
い
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

感 

謝 
 

 
                         

             

看
護
師
・
准
看
護
師 

   

勤
務
日
や
勤
務
時
間
は
ご
希
望
に
添
え
る
よ
う
配

慮
し
ま
す
。
給
与
そ
の
他
委
細
面
談
。 

 
 

仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
に
勤
め
な
が
ら 

ヘ
ル
パ
ー
二
級
を
と
り
た
い
方 

 国
・
県
の
雇
用
対
策
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。
応

募
者
は
園
の
臨
時
職
員
と
な
っ
た
う
え
、
ヘ
ル
パ
ー

二
級
資
格
を
取
得
す
る
よ
う
勉
強
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
勉
強
の
な
い
と
き
は
仁
生
園
と
か
第
二
仁
生

園
の
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

給
料
は
愛
寿
会
が
国
か
ら
委
託
を
受
け
て
支
払
い

ま
す
。
年
額
に
し
て
約
２
百
万
円
で
す
。 

そ
の
ほ
か
夜
勤
手
当
、
交
通
費
等
が
支
払
わ
れ
ま

す
。 更

に
、
受
講
料
、
教
科
書
代
等
と
し
て
十
万
円
ほ

ど
を
負
担
す
る
仕
組
み
で
す
。 

   
 

           

資
格
取
得
後
の
こ
と
で
す
が
、
施
設
側
と
受
講
者

が
話
し
合
っ
て
引
き
続
き
職
員
と
し
て
勤
め
る
の
が

基
本
で
す
。
た
だ
し
、
話
し
合
い
の
結
果
に
よ
っ
て
、

別
の
施
設
に
勤
め
る
も
よ
し
、
転
職
す
る
も
可
…
と

い
う
弾
力
的
な
制
度
で
す
。 

 
 

 

仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
で
の
事
務
補
助
・
介
護 

補
助
・
作
業
補
助
な
ど
の
臨
時
職
員 

  

雇
用
期
間
は
最
長
六
ケ
月
間
で
す
。 

 

働
き
た
い
が
働
く
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
方
に
臨

時
応
急
に
職
場
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。 

 

日
給
八
千
円
が
標
準
で
す
。
別
に
通
勤
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。 

 

介
護
補
助
の
場
合
は
継
続
雇
用
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 
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平
成
二
十
三
年
三
月
一
日
～ 

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日 

愛
寿
会
・
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
へ
の
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

い
つ
も
、
ご
協
力
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

な
に
と
ぞ
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
の
ほ
ど
を
、
ま
た
、

ご
叱
正
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

略
儀
な
が
ら
お
礼
状
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
五
十
音
順
） 

金
員
・
物
品
の
ご
寄
付 

 

・
北
杜
市
大
泉
町 

 
 
 
 

松
沼 

 

廣 
 
  

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 
 
 

井
出 

哲
夫 

 
 

様 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 

・
北
杜
市
大
泉
町 

 
 
 
 

奥
本 

道
子 

 
 

様 

・
北
杜
市
高
根
町 

 
 
 
 

佐
藤 

英
道 

 
 

様 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

 
 
 

佐
藤 

恒
夫 

 
 

様 

・
北
杜
市
高
根
町   

 
 
 

保
坂
多
枝
子 

 
 

様 

・
音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

様 

・
ジ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ハ
イ
ラ
イ
ト 

 
 
 
 

様 

  

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
が
ら
か
グ
ル
ー
プ 

代
表 

吉
田 

道
子   

 

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
ず
っ
こ
の
会 

 
 
  

 
 
 
 
 

 

代
表 

佐
野 

恭
子 

 
 

様 

 

愛
寿
会
後
援
会
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

 
 

内
田 

英
子 

 
 

様 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

 
 

佐
藤 

 

茂 
 
 

 

様 

・
北
杜
市
高
根
町 

 
 
 
 

島 
 

衛
一 

 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 
 

清
水 

俊
子 

 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 
 

佐
藤 

 

茂       

様 

 

愛
寿
会
で
は
次
の
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す 

 
 
 
 
 
 

お
尋
ね
は 

〇
五
五
一
―
三
二
―
三
三
四
〇
ま
で 

   

 

～ 

北
杜
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

寄
贈 
～ 

 
 

三
月
三
十
日
、
北
杜
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

鈴
木
洋

明
会
長
様
は
じ
め
会
員
全
員
の
方
が
仁
生
園
を
お
訪

ね
下
さ
り
車
い
す
二
台
を
ご
寄
贈
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

施
設
利
用
者
の
高
齢
化
・
重
度
化
が
進
み
、
約
八

十
％
の
方
が
車
い
す
を
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う 
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